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**2019年2月 （第10版）   
*2018年7月 （第9版）   

  医療機器認証番号 219ABBZX00165000号   
機械器具 12 理学診療用器具 管理医療機器 体腔向け超音波診断用プローブ JMDNコード70018000 

 

特定保守管理医療機器 内視鏡用超音波プローブ UM-S20-17S 
   

 

【禁忌・禁止】 

使用方法 
1.本製品は絶縁構造を採用していないので、高周波焼灼治療に併用

しないこと。 
2.バルーンシース MAJ-643R との組み合わせ使用を禁止する。バル

ーンが破裂した際、破片が脱落するおそれがある。 
     

【形状・構造及び原理等】 

構造・構成ユニット 
1.構成 
本体UM-S20-17S 
上記以外の構成品は、本製品の『取扱説明書』の「第 1 章 梱包

品の確認」を参照すること。 
    

2.各部の名称 

 

    

3.仕様 
(1)超音波性能 

ペネトレーション深度 6.7mm以上 
距離分解能 2mm以下 
方位分解能 2mm以下 
音響作動周波数 20MHz±20% 
最大超音波出力 Izpta.α（z）≦94mW/cm2 

MI≦1.0 

(2)挿入部仕様 

有効長 2150mm 

(3)組み合わせ可能な当社ガイドシース 
SG-200C 

(4)組み合わせ可能な当社内視鏡 
1)下記の条件をすべて満たす内視鏡であること。 

（ガイドシースを使用する場合） 
a)気管支スコープ 
b)チャンネル径2.0mm以上 
c)有効長600mm以下 

（ガイドシースを使用しない場合） 
d)下記いずれかの内視鏡であること。 

- 気管支スコープ 
- 上部消化管汎用スコープ 
- 大腸スコープ 
- 十二指腸スコープ 
- 胆道スコープ 

e)チャンネル径2.0mm以上 
f)有効長1330mm以下 

2)下記の当社内視鏡（ガイドシースを使用しない） 
BF-MP290F 
    

4.挿入部形状 

挿入部先端外径 ： Φ1.4mm 
挿入部最大径 ： Φ1.8mm 

    
5.EMC 
**本製品は EMC 規格 IEC60601-1-2：2014 および IEC60601-2-

37：2001+A1に適合している。 
    

作動・動作原理 
超音波探触子は、接続される超音波画像診断装置からの電気信号

に応じて超音波を発信し、組織にて透過・反射された超音波を受

信し、反射エコー信号に変換する。反射エコー信号は、超音波画

像診断装置にて信号処理および画像処理が行われ、モニター上に

超音波画像として表示される。 
また、超音波の走査は、超音波探触子を機械的に回転させ、プロ

ーブの挿入方向に垂直な面内方向に行われる（メカニカルラジア

ル操作方式）。 
    

【使用目的又は効果】 

使用目的 
本品は、体腔内に配置し、超音波を用いて体内の形状、性状又は

動態を可視化し画像情報を診断のために提供することを目的とす

る。 
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【使用方法等】 

1.消毒、滅菌 
(1)接続筒に防水キャップを取り付け、決められた条件で消毒、滅

菌を行う。 
(2)消毒または滅菌終了後、本製品を水ですすぐ。 

ただし、エチレンオキサイドガスで滅菌をする場合、防水キャ

ップを取り付けずに、決められた条件で滅菌を行う。 
2.準備 

(1)プローブ駆動ユニットに本製品の接続筒を接続する。 
(2)自動注水装置を使用する場合は、自動注水装置の注水タンクに

脱気水を注水し、T字管を鉗子挿入口に取り付ける。 
3.挿入、観察、診断 

(1)内視鏡を目的部位に挿入し、本製品を鉗子栓から挿入する。あ

るいは気管チューブなどの挿入補助具を目的部位まで挿入し、

本製品をその挿入口から挿入する。 
(2)本製品の先端部を目的部位表面に接触させるか、あるいは注水

を行い、水を充満させて、観察、診断を行う。 
4.本製品の引き抜き 
本製品を内視鏡から引き抜く。 

5.消毒、滅菌 
1項と同様な方法で消毒、滅菌を行う。 
    

使用方法等に関連する使用上の注意 
1.機器の故障や破損、部品の脱落を防止するために、本製品を強い

力で曲げたり、ぶつけたり、引っ張ったり、ねじったり、落下さ

せないこと。 
2.アルコールを含有したスプレー式咽頭麻酔薬を、直接、本製品に

噴霧しないこと。直接噴霧した場合、挿入部外表面がはがれるお

それがある。 
3.オリーブオイル、またはワセリンなどの石油系の潤滑剤は、使用

しないこと。湾曲部の被覆部材が膨らんだり、劣化するおそれが

ある。 
4.超音波プローブ内部への水浸入による故障を防止するために、洗

浄、消毒の際には、必ず防水キャップを装着すること。水が浸入

すると、内部回路などが故障し、異常が生じるおそれがある。ま

た、水が浸入していると、使用前点検で異常がなくても、使用中

に画像異常を生じるおそれがある。 
5.消毒液は、塩化ベンザルコニウムを含有するものを使用しないこ

と。挿入部外表面がはがれるおそれがある。 
6.オゾン水への浸漬、オゾン発生雰囲気中での保管は本製品、およ

び付属品の破損につながるおそれがある。 
7.プローブ挿入部の透明シース部分をよく観察し、超音波探触子周

辺に気泡がないことを確認すること。超音波探触子周辺に媒体が

なかったり気泡がある場合には、気泡を除去する。超音波探触子

上に気泡があると良好な超音波画像を得ることができない。 
8.気泡除去のために、超音波プローブを振る際には、挿入部先端や

接続部などをぶつけないように注意する。超音波プローブを破損

するおそれがある。 
    

組み合わせ可能な医療機器の条件は、【形状・構造及び原理等】3.仕
様を参照すること。 
    

【使用上の注意】 

重要な基本的注意 
1.一般的事項 

(1)本製品は、出荷前に洗浄、消毒、滅菌されていない。洗浄、消

毒（または滅菌）せずに使用すると、患者または術者が感染す

るおそれがある。 
(2)洗浄消毒装置を使用する場合は、当社指定の内視鏡洗浄消毒装

置を使用すること。当社では、本製品と当社指定以外の内視鏡

洗浄消毒装置を組み合わせた場合の洗浄消毒効果は保証してい

ない。 
    

2.準備と点検 
プローブの挿入部を軽く指でつまみ全長にわたって、著しい折れ、

媒体の漏れのないことを確認すること。感染・炎症のおそれがあ

る。 
    

3.使用方法 
(1)超音波プローブを内視鏡に挿入する際は、無理に挿入したり、

急激に挿入しないこと。内視鏡先端から超音波プローブが急激

に突き出て、体腔内の組織に損傷を与えるおそれがある。 
(2)観察中に画像がときどき暗くなる場合は超音波探触子上に気泡

がある可能性があるが、いったん挿入した超音波プローブの気

泡除去は行わないこと。超音波プローブに付着した患者の血液

や粘液などの汚れが飛散し、感染につながるおそれがある。 
(3)X 線透視下で超音波プローブを使用する場合、超音波プローブ

先端部の約 6mm は造影されないので、ゆっくりと慎重に操作

すること。超音波プローブを無理に押し込むと、体腔内の組織

の損傷、機器の破損につながるおそれがある。 
(4)超音波プローブを鋭利な鉗子などでつかんだり、こすったりし

ないこと。感染、超音波プローブの破損につながるおそれがあ

る。 
(5)滅菌した超音波プローブが必要となる症例で脱気水充満法によ

る観察を行う場合には、自動注水装置は使用しないこと。感染

につながるおそれがある。 
    

不具合 

その他の不具合 

画像異常、抜去困難、故障、破損、部品の脱落、被覆のはがれ、

劣化、汚染 
    

有害事象 

その他の有害事象 

組織の損傷、出血、穿孔、やけど、感染、目の損傷 
    

【保管方法及び有効期間等】 

保管方法 
使用後は、本製品の『取扱説明書』に従い、洗浄、消毒（または

滅菌）してから保管すること。 
    

耐用期間 
1.本製品は使用する症例により耐久性（使用可能例数・使用可能期

間）が著しく影響を受けるため、耐用期間は設定しない。 
2.本製品は消耗品（修理不可能）である。『取扱説明書』に従って

点検を実施し、異常があれば新品と交換すること。 
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【保守・点検に係る事項】 

洗浄、消毒、滅菌方法 
1.『取扱説明書』に記載の、洗浄、消毒、滅菌に使用できる薬剤を

使用すること。それ以外の薬剤については、オリンパスまで問い

合わせること。ステラッド NXTMは適用対象外である。 
2.滅菌の前に十分に洗浄、消毒し、滅菌効果を妨げる微生物や有機

物を取り除くこと。なお、洗浄時に洗浄液が過度に泡立たせない

ようにすること。 
3.消毒の全工程で本体を完全に浸漬し、機器の外表面の気泡を完全

に取り除くこと。 
*4.本添付文書および本製品の『取扱説明書』に記載している洗浄、

消毒、滅菌方法では、クロイツフェルト・ヤコブ病の病因物質で

あるプリオンを消失または不活化することはできない。 
クロイツフェルト・ヤコブ病患者に本製品を使用する場合は、そ

の患者専用の機器として使用するか、使用後適切な方法で廃棄す

ること。 
クロイツフェルト・ヤコブ病への対応は、種々のガイドラインに

従うこと。 
    

使用者による保守点検事項 
使用前には、本製品の『取扱説明書』に従って点検を実施し、異

常が確認された場合は使用しないこと。 
    

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元： 
オリンパスメディカルシステムズ株式会社 

〒192-8507 東京都八王子市石川町2951 
    
お問い合わせ先 
TEL 0120-41-7149（内視鏡お客様相談センター） 

    
製造元： 
白河オリンパス株式会社 

〒961-8061 福島県西白河郡西郷村大字小田倉字狼山3-1 
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